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山口県漁業協同組合周南統括支店
大島干潟を育てる会
周南市



徳山下松港

徳山地区 大島干潟

大島干潟（現況写真）

新南陽地区

●目的：徳山下松港の港湾整備促進

瀬戸内海で喪失した浅場の再生

●内容：港湾整備により発生した浚渫土砂の有効活用

約29haの人工干潟を造成

アサリの自律的再生を主目標とする日本初の人工干潟

●期間：平成15年度～平成29年度（国土交通省）

●現在：平成30年3月に国から市へ移管（周南市管理）

平成29年11月に「大島干潟を育てる会」発足

大島干潟の概要（干潟造成の事業背景など）

航路・泊地の浚渫土砂を有効活用

山口県周南市の概要



『大島干潟を育てる会による保全活動』について
●活動内容：月1～2回実施し、被覆網のメンテナンス、アサリの間引き作業、カキの養殖実験など

アサリの間引き作業 アサリ増殖の勉強会 カキのシングルシード養殖実験被覆網の砂の除去

『環境学習の場』としての活用について
●毎年市内小学生を対象に「海辺の自然学校」を開催して、干潟に生息する多様な動植物を観察する
ことで、干潟にすむ動植物の豊かさを知ってもらう海洋環境学習の場として活用されている。

アサリの畜養試験



●プロジェクト名称：「大島干潟から、つながる周南市ブルーカーボンプロジェクトin徳山下松港」

●申請者：山口県漁業協同組合周南統括支店、
大島干潟を育てる会、周南市

●認証・発行クレジット量：
令和３年度CO2吸収量４４.３[t－CO2]
令和４年度CO2吸収量３２.４[t－CO2]

・温室効果ガスを間接的に削減
・海洋環境改善活動を支援
⇒社会貢献による企業価値向上

企業・団体等
（クレジット購入者）

・活動資金の確保
・社会的認知度の向上
⇒活動の活性化・継続性確保

ＮＰＯ・市民団体等
（クレジット創出者）

排出埋め合わせ 活動資金
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第三者委員会
（ｸﾚｼﾞｯﾄ認証）

「ブルーカーボン・オフセット・クレジット制度」のイメージ

国：干潟の造成者

市：干潟の管理者
・水産資源として活用
・ブルーカーボンの創出
を目指す

地元住民・漁協
大島干潟の保全活動
・地域の活性化の場と
して活用
・持続ある活動、活動
活性化を目指す

企業・団体等（クレジット購入者）
・地域の活性化・保全活動の支援
・温室効果ガスを間接的に削減

大島干潟を育てる会の現状と課題について
●会員の高齢化（60～70歳代）と会員数の伸び悩み（現在15名）
●活動資金の財源であるアサリ売払収入金が殆どないため、被覆網の更新、アサリ稚貝の購入が出来ない

⇒ 活動の活性化・継続性を確保にＪブルークレジット取引きを活用する

大島干潟（クレジット販売者

活動資金
CO2排出
埋め合わせ

ブルーカーボン
(海洋生態系による炭素貯留)

保全活動 4







※詳しくは、周南市ホームページ内の「大島干潟日記」をご覧ください。



※詳しくは、周南市ホームページ内の「大島干潟日記」をご覧ください。



これからは、ナンバーワンではなく、オンリーワンを目指した、
保全活動の活性化、大島干潟の利活用・再生による水産振興、地域振興の実現

●アサリ、カキだけでなく、海草類のアマモなども増殖して、CO2削減に貢献するとともに、生物多様性の
観点からも水生生物が棲みやすい海洋環境づくりを図り、水産振興につなげる。

●市民や企業等に保全活動の体験や環境学習などに参加してもらい、地域活性化を図り、地域振興につなげる。

持続可能な保全活動により、豊かな藻場・干潟が形成される

アマモ コアマモ ウミヒルモ

クレジットを活用することで、保全活動が活性化・持続化される

ご清聴ありがとうございましたm(_ _)m
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